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研究成果の概要（和文）： 本研究では，ウェブ上で収集可能な多言語文書を情報源として，多

言語での関心動向や，意見の分布を分析し，国・文化・言語の間にどのような違いがあるのか

を発見する過程を支援するテキストマイニング技術について研究を行った．Wikipedia の概念

体系を利用して多言語文書空間を索引付けするとともに，同一のトピックに関する多言語文書

間において，文化間の差異を発見する過程を支援する技術を実現した． 

  
研究成果の概要（英文）： In this project, given a collection of multilingual documents 
available on the Web, we cross-lingually and cross-culturally compare less well known 
facts and opinions that are observed in the collected documents. We conceptually index 
the space of multilingual documents based on conceptual hierarchy of Wikipedia. We have 
realized techniques for assisting the process of discovering cross-cultural differences 
among multilingual documents that are closely related to a given topic. 
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１．研究開始当初の背景 

 

(1) ウェブの世界では情報爆発の問題が指
摘されている．商用検索エンジンなども普
及してはいるが，爆発的に増加する情報の
中で，自分が必要とする情報が検索結果の
ランキング下位のロングテールに埋もれて
しまうことも多い．学術分野においては，
この問題への取り組みとして，自然言語処
理技術を用いた高機能な次世代型検索エン

ジンの実現が重要視され，主に単言語にお
いて，事実や意見情報を収集・集約する技
術について研究成果があがっている．しか
しこれらの成果はまだ研究開発段階であり，
商用検索エンジン等で採用されて実用規模
で普及するには至っておらず，依然として
情報爆発の壁は高く厚い． 

 
(2) 一方，ウェブ上の外国語文書から言語を
横断して情報を検索する場合には，上記の
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情報爆発の問題に加えて，外国語文書を日
本語に翻訳してから情報にアクセスすると
いう言語の壁の問題が立ちはだかる．廉価
な翻訳ソフトも利用可能ではあるが，韓日
翻訳等の構文構造の近い言語間の翻訳を除
いては，依然として誤訳が多く性能面での
問題が多い． 

 

(3) 研究代表者，分担者，連携研究者のグル
ープでは，多言語ニュース・ブログの傾向
と国籍による違いについての予備調査結果
を報告している．その中で特に，ウェブ上
の外国語文書における情報爆発の問題を克
服するためには，国・文化・言語の違いを
考慮して，情報の収集・集約・比較対照分
析を行う必要があるという知見を得た． 

 

２．研究の目的 

 

本研究では，ウェブ上で収集可能な多言語文
書を情報源として，多言語での関心動向や，
意見の分布を分析し，国・文化・言語の間に
どのような違いがあるのかを発見する過程
を支援するテキストマイニング技術につい
て研究を行う．特に，以下の観点において，
研究目的を設定する． 
 
(1) 情報の単位としてトピックに注目し，ウ
ェブ上の多言語ニュース・ブログ等の各ジ
ャンルにおいて，トピックの持つ特性，お
よび，各トピックがどのような観点で強く
関心を持たれているか，どのような意見を
持たれているかを特定する． 

 
(2) 各トピックの持つ特性，観点・意見の分
布といった多様なアスペクトに対して，
国・文化・言語の間の差異に着目する．ウ
ェブから収集される多言語文書を対象とし
て，この差異を発見する過程を支援する技
術を実現する． 

 

３．研究の方法 

 

(1) 本研究では，多言語に渡る網羅的なトピ
ック体系として，新規の流行的トピックの
掲載が最も早いことが期待できる
Wikipedia を利用する．Wikipedia には，
対訳関係にある項目間リンクが一定数存
在する．この Wikipedia を知識源として用
いて，多言語文書の概念的な索引付けを実
現する． 

 
(2) 本研究では，多言語・多ジャンルの情報
源から発信される情報の間の差異を発見
する過程を支援することを目的とする．そ
のために，百科事典的事項を記載した
Wikipedia，詳細な事実情報を報道するニ

ュース，個人の主観的意見や経験などを豊
富に記載したブログ，という多ジャンルの
情報源の間で，記述内容や意見の差異を発
見する過程を支援する．また，同一のトピ
ックについて記述された多言語のブログ
における文化間の差異を発見する過程を
支援する． 

 
(3) 本研究においては，各トピックの特性，
および，関心動向を推定し，それを言語間
で比較・対照分析することが研究の根幹を
なすが，スパムは，特に一般利用者の関心
動向に便乗する傾向が強いため，スパムを
除去した上で一般利用者の関心動向を正
確に把握することが不可欠である．そこで，
スパムにおけるトピックの特性を把握す
るとともに，的確にスパムを除去する技術
を実現する． 

 
４．研究成果 
 
(1) 本研究の基盤となる技術として，同一の
トピックについて書かれた多言語文書を高
精度で収集することにより，文化間差異の
発見を効果的に支援することが必須となる．
本研究では，このことを保証するため，
Wikipedia エントリを知識源として多言語
文書を索引付けする手法を開発した．この
研究においては，Wikipedia エントリから抽
出した関連語の頻度をスコアとして用いる
手法，および，それらの頻度を機械学習の
素性として用いる手法の評価を行い，既存
の検索エンジン API の性能を大幅に改善で
きることを実証した． 
 
(2) 同一のトピックに関する多言語文書間
において，文化間の差異を発見する過程を
支援する技術を実現するために，以下の研
究を行った． 
① ある同一のトピックについてまとまった
規模の記述が書かれたブログサイトを，日
英各言語について検索し，その記述内容を
二言語間で対照分析する方式を実現した．
これによって，同一のトピックが対象の場
合でも，ブログ特有の個人レベルの関心が
日英ブログの間で異なっている様子や，個
人が持つ意見の分布が日英ブログの間で
異なっている様子が容易に観測可能とな
った． 

② 文化間差異の発見過程を支援するインタ
フェースを用いて，多数のトピックを対象
として，文化間差異発見過程の定性的評価
を行った．さらに，サンプルトピックを対
象として，日英間の差異が大きいもの，中
程度のもの，小さいものに大別できること
を示した． 

③ 特定のトピックに関して詳細な記述を含



 

 

むブログ記事集合に対して，特定トピック
における詳細な話題・関心事項をファセッ
ト(観点)とみなして，各ファセットごとに
ブログ記事を分類し，トピック空間・ブロ
グ空間の集約を実現した．この枠組みにお
ける基本的な知識源として，Wikipedia を
用いた．さらに，この方式を多言語化し，
多言語間でトピック空間の集約結果，およ
び，ブログ空間の集約結果の差異の分析を
行った．トピック空間の集約結果における
ファセット(観点)一覧を比較し，異なる言
語の間で共通するファセット(観点)，およ
び，各言語特有のファセット(観点)の両方
を観測した．また，それぞれのファセット
に分類されるブログ記事集合の集約結果
を比較し，異なる言語の間で共通する関心
事項，および，各言語特有の関心事項の両
方を観測した． 

 
(3) ウェブ上の文書のジャンルとして，主に
事実を報道するニュースと，主として一般
利用者の意見や経験を伝えるブログとを
対比的にとりあげ，ニュース，ブログ間で
関連する項目や記述を相補的に検索する
方式を実現した．これによって，ニュー
ス・ブログという異ジャンル間で，観点の
差異や意見の有無を発見する過程の支援
が可能となった． 

 
(4) ブログ等のウェブ文書を対象とした情
報分析においては，スパムの除去が必要不
可欠である．本研究においては，ウェブ情
報分析の正確さ，頑健さを保持することを
目的として，スパムにおけるトピックの特
性を把握し，的確にスパムを除去すること
を実現した． 

① 日本語スパムブログに含まれるトピック
の特性を分析した．また，他者の文書を盗
用してスパムを自動生成する際のスパム
作成者の嗜好を分析した．分析の結果，一
人のスパム作成者が大量のスパムブログ
を自動生成していることが確認できた． 

② 機械学習の枠組みにより，ブログにおけ
るトピック分析の障害となるスパムブロ
グ除去方式を実現した．また，能動学習の
枠組みにより，年とともに変貌するスパム
ブログのうちの重要変化分を効率よく同
定する方式を実現した． 

③ 教師なし学習によるスパムブログ検出の
枠組みにおいて，各ブログサイトの間の
HTML 構造の類似性を利用する方式を考案
し，主要 10 ブログホストのうちの半数以
上を対象として，その有効性を検証した．
この方式により，年とともに変化するスパ
ムブログの傾向に追随して，HTML 構造の類
似するスパムブログを発見することが容
易になった． 

④ ブログにおいてアフィリエイト収入を得
ることを目的とするスパムブログについ
て，HTML構造の類似性およびアフィリエイ
ト ID という異なる二種類の手がかりの特
性の分析を行った．特に，既知のスパムブ
ログに対して HTML 構造が類似するブログ
サイトを大規模に収集することにより，既
知のスパムブログに類似するスパムブロ
グが高密度で自動収集できることを示し
た．また，これらの二種類の手がかりを単
独で用いた場合には，それぞれの適用範囲
が十分ではなく，両者の手がかりを併用す
る必要があることを示した．さらに，両者
いずれの手がかりによっても検出できな
いスパムブログに対して，機械学習を適用
し，高適合率の検出を実現した． 
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